
iii                      iiiii■ 日時 令和5年9月3日（日）13：00～16：00

               ■ 場所 古高松南コミュニティセンター、新川河川敷（高松市春日町）

               ■ 講師 石塚 正秀 氏 （香川大学創造工学部教授） 

川と海のつながり体験講座
開催しました！

ステップアップ

9月3日（日）、古高松南コミュニティセンター及び新川河川敷にて、川と海のつながり体験講座を開催し17名が

受講しました。本講座ではフィールドで川ごみの調査を行い、川と海とのつながりを学びました。

川ごみの調査にあたり、石塚先生から受講者へいくつか質問があり、受講者は今回の調査で回収するごみの量

や個数、どのような種類のごみがどんな場所にあるかなどについて予想を立て、県内の河川や青森県津軽の事例

の紹介により、プラスチック汚染が身近なものであることや、プラスチックとはどんな物質で、なぜ問題なのかに

ついても説明を受けた後、調査方法や注意事項を聞き、新川河川敷へ移動しました。
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調査では、河川敷をA、B、C、Dの4エリアに分け、グループ内で川ごみの回収係と地図係を決め、地図上に回収

したごみの種類ごとに色分けしたシールを張りました。今回の調査場所となった新川下流域の周辺には住宅や商

業地が広がっており、周囲にはペットボトルや食品トレイといった生活ごみが散乱していました。受講者たちは河

川敷のごみをくまなく回収し、集めたごみの分別と計量を行い、約1時間のフィールドワークで約5㎏のごみを回

収することができました。

その後、コミュニティセンターへ戻り、調査で気づいたこと、ごみのない川へ

の提案についてグループディスカッションを行い、グループで発表しました。

調査の結果、今回は全てのグループで「プラスチックごみ」が最も多いという

結果となりました。上流から流れてきたと推察されるごみ、生活ごみ集積場

所などから意図せず風で飛ばされたごみ、タバコのポイ捨てなど意図的に捨

てられたごみなど、調査を通じて川ごみについて新たな気づきがありました。

そして、ごみのない川への提案では、「草や木が生い茂った場所があり、ポイ

捨てしやすい環境だった。ポイ捨てをしにくくなるように河川の清掃や管理

を行うことが必要」、「プラスチックごみを出さないようマイボトルやマイバッ

クを使う」といった意見が挙がるなど、それぞれが出来ることを考え、共有す

ることで学びを深めました。

最後に、石塚先生より「川の役割」と「海とのつながり」について、川と海はつながっており、山・平野から河川を

通じて水や様々な物質を海に運ぶ過程で街から出た生活ごみも一緒に運ばれ、海岸に漂着するごみの大部分は

川から流れてきたものであると説明がありました。そして、海ごみを減らすには川ごみを拾う、ごみの発生源から

川へ行かないようにすることが大切であるとお話がありました。講座終了後のアンケートでは、「川ごみの多さに

驚いた」、「ごみ拾いを通して環境保全について考えることができた」 、「様々な立場・視点を持った方と話をして

理解を深められた」などの感想が寄せられ、フィールドワークを通じて川と海のつながりについて学び、海ごみを

減らすにはどうすればよいか考え、行動するきっかけとなる有意義な講座となりました。
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